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(2) 授業改善

① 基礎的・基本的な知識・技能の定着に向けて

①「濁音や促音を含む平仮名で表記されたも
のをローマ字で書くこと」、②「拗音を含ん
だローマ字で記されたものを正しく読むこ
と」に課題

＜平均正答率＞

① りんご →ringo 国：53.2％ 道：50.9％

あさって→asatte 国：41.8％ 道：39.0％

② hyaku →ひゃく 国：50.7％ 道：46.7％

※ローマ字は、小学校第３学年の学習内容です
が、当該学年での学習にとどまらず、繰り返
し読んだり書いたりする機会を増やす必要が
あります。

平成28年度全国学力・学習状況調査から見られた課題

「除数が１より小さいとき、商が被除数より
大きくなることを理解すること」に課題

＜平均正答率＞

○ □÷0.8の商の大きさについて、正しい
ものを選ぶ

国：64.8％ 道：61.1％

※小数のわり算は、第５学年の学習内容ですが、
わり算にとどまらず、たし算、ひき算、かけ
算についても、繰り返し練習する機会を設け
る必要があります。その際、答えを見積もっ
たり、計算の仕方を説明したりすることも大
切です。

課題解決に向けた学校における指導の充実

課題解決に向けた家庭における取組の充実

小学校国語 小学校算数

【ローマ字の規則性を押さえる】

○ ローマ字の読み書きについては、日本語
の音節が子音と母音の組み合わせであるこ
とを意識し、五十音表の規則性を押さえる
ことができるようにする。

【生活の中で、進んで読んだり書いたりする】

○ 日常生活おにけるローマ字が使われてい
る場面と結び付けながら、児童がローマ字
を読んだり書いたりする必要性を感じとる
ことができるようにする。

【計算の結果を適切に見積もる】

○ 場面や状況に応じた見積りの経験を豊か
にしたり、計算の結果を具体的な場面に当
てはめて吟味したりすることができるよう
にする。

【「計算の結果を見積もる」、「計算の仕方を
考える」、「計算の結果を振り返って確かめ
る」の各活動を関連付けて、計算の能力を身
に付ける】

○ 計算が確実にできるようにするために、
計算の仕方について理解できるようにする。

【繰り返しローマ字に触れる機会をつくる】

〔例〕
◇ 日常生活において、ローマ字表記が添え

られた案内板やパンフレットを見て、読み
方を確かめる。

◇ コンピュータを使うときには、ローマ字
で文字を入力する。

◇ 自分の名前や簡単な言葉を、ローマ字で
書く。

【繰り返し計算したり、計算の意味を考えたり
する機会をつくる】

〔例〕
◇ 既習の計算問題に取り組んだり、答えの確
かめをしたりする。

◇ 文章問題で、場面の様子や計算の仕方を
説明する。

◇ 生活の中から、たし算やひき算、かけ算、
わり算になる場面を見付けたり、答えを予
想したりする。
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② 授業の冒頭で目標を示す活動、最後に振り返る活動

ア 授業の冒頭で目標（ねらい・めあて）を示す〔国語〕

イ 授業の最後に振り返る活動を必ず位置付ける〔算数・数学〕

【国語科の授業でみられる課題】
○ ねらいや身に付ける力などが曖昧な学習活動が展開されている。
○ 本時の最後に何ができるとよいのか、子どもが見通しをもたないまま学習している。

単元や一単位時間の冒頭で、子どもに見通しをもたせ、主体的な学習活動を
展開できるよう、目標を達成するための「学習課題」を工夫しましょう。

【学習課題を明確にするために】

目標達成に向けた
学習課題の工夫

○ 指導事項や身に付ける
力を踏まえた学習課題

○ 言語意識(相手・目
的・場面・方法・評価)
を高める学習課題

・単元全体の流れを子ども
がイメージできるように
する。

・考え方や活動の手順、方
法、形態、時間やゴール
などの見通しをもたせる
ようにする。

（例）ブックトークのモデ
ルを示し、好きな場面
の選び方、紹介の仕方
を学ぶ場を設ける。

授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

（例）小学校第３学年における文学的な文章の指導

【ありがちな課題】 ▲登場人物の気持ちを考えよう。

【単元の課題例】
「お薦めの本発表会」で、２年生に好きな登場人物

を紹介しよう。
【一単位時間の課題例（一部）】
□ 「モチモチの木」を読み、好きな豆太の行動や会
話を選び、その理由をまとめよう。

□ 自分が選んだ豆太の行動や会話が好きな理由を
はっきりさせて、友達に紹介しよう。

□ ２年生が面白そうと感じるように、伝え方を工夫し
て、好きな本の登場人物のことを紹介しよう。

見通しをもたせる工夫

課題の改善

【算数・数学科の授業でみられる課題】
○ 子どもの活動や教師の説明に時間がかかり、定着を図る練習問題が行われない。
○ 理解の早い一部の子どもを中心に授業が進められ、理解や定着が不十分なままの子どもがいる。

授業の終わりのまとめや振り返りの場面で練習問題に取り組ませ、
すべての子どもに学習内容を確実に身に付ける授業を展開しましょう。

◯ 評価の観点
に即した練習問
題を位置付ける。

◯ 練習問題に
取り組む時間を
確保する。

・練習問題に取り組ませる際
に、「複数の考え方で問題
を解く」、「問題を解いた
あとに、解き方や考え方を
説明し合う」などの場面を
設定する。

・練習問題から学習内容の定
着状況や一人一人の子ども
のつまずきを把握し、指導
に生かす。

・授業と連動させた宿題を提
示したり、家庭学習の取り
組み方を指導したりする。

評価の観点によって位置付ける練習問題を変
える。

｢数学的な(見方や)考え方｣
・考え方を説明する問題など
｢数量や図形についての技能（数学的な技能)｣
・計算する問題や作図する問題など
｢数量や図形(など)についての知識・理解」
・意味を書く問題、正しいものを選ぶ問題
など

必ず練習問題に取り組ませる時間を確保できるよ
う、 「導入」、「展開」、「終末」の時間配分を考える。

授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

練習問題の設定 定着を一層確かにする工夫
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③ 主として活用する力を身に付けさせる指導の充実

ア 国語科における指導

２

六
年
一
組
の
高
野
さ
ん
の
学
級
で
は
、
健
康
な
生
活
の
た
め
に
「
早
ね
早
起
き
朝
ご
は

ん
」
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
結
果
を
報
告
文
に
ま
と
め
、
学
級

の
み
ん
な
に
伝
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
は
、
高
野
さ
ん
が
書
い
て
い
る
【
報
告
文
の
一

部
】
で
す
。
こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

【
報
告
文
の
一
部
】

二

高
野
さ
ん
は
、
「
２

課
題
」
と
「
３

解
決
方
法
」
に
つ
い
て
書
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

次
の
（
１
）
（
２
）
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

（
２
）

高
野
さ
ん
は
、
「
２

課
題
」
を
受
け
、
多
く
の
人
が
取
り
組
め
る
こ
と
を
考
え
て

「
３

解
決
方
法
」
を
書
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

Ｃ

の
中
に
入
る
内
容
を
、
次

の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

〈
条
件
〉

○

〈
表
２
〉
の
結
果
か
ら
考
え
て
書
く
こ
と
。

○

「
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
」
と
「
メ
ー
ル
な
ど
」
の
両
方
の
言
葉
を
使
っ
て
書
く
こ
と
。

○

二
十
五
字
以
上
、
五
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。

Ⅰ 小学校
○ 相手の意図を捉えながら聞き、話の展開に

沿って質問する
○ 目的や意図に応じて、表現をよりよくするた

めに助言し合う
○ 目的や意図に応じ、図表やグラフを用いて、

自分の考えを書く
○ 登場人物の人物像を複数の叙述を基に捉える
○ 目的に応じて、複数の本や文章を比べ、自分

の考えを明確にしながら読む
○ ローマ字を、生活の中で、進んで読んだり書

いたりする

調査問題は、学習指導要領に基づき、児童生徒が十分に身に付け、活用できるようにして
おくべきと考えられるものを、各領域等からバランスよく出題

・特にＢ問題における適切に根拠に基づいて説明することなどに課題

＜記述式の平均正答率＞

小学校国語Ｂ 国：54.7％ 道：52.9％ 中学校国語Ｂ 国：58.3％ 道：56.1％

全国学力・学習状況調査

② 平成28年度調査問題＜中学校国語Ｂ＞① 平成28年度調査問題＜小学校国語Ｂ＞

○

「
早
ね
早
起
き
」
活
動
の
ま
と
め

１

成
果

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
半
年
間
の
活
動
が
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

～
以
下
、
省
略
～

３

次
の
【
物
語
の
一
部
】
と
【
図
鑑
の
説
明
】
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
物
語
の
一
部
】

【
図
鑑
の
説
明
】

三

あ
な
た
は
、
【
図
鑑
の
説
明
】
を
読
む
こ
と
で
、
【
物
語
の
一
部
】
の

の
中
の
ど

の
部
分
に
つ
い
て
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
。
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
部
分

と
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
た
の
か
を
、
次
の
条
件
１
と
条
件
２

に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書
き
加
え

た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

条
件
１

【
物
語
の
一
部
】
の

の
中
の
ど
の
部
分
に
つ
い
て
よ
く
分
か
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
を
明
確
に
し
て
書
く
こ
と
。

条
件
２

条
件
１
で
取
り
上
げ
た
部
分
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
た
の
か
を

【
図
鑑
の
説
明
】
の
内
容
に
触
れ
て
書
く
こ
と
。

〔
こ
こ
ま
で
の
あ
ら
す
じ
〕

少
年
時
代
、
ラ
ン

プ
の
明
る
さ
に
驚
い
た
巳
之
助
は
、
ラ
ン
プ
売
り

に
な
る
。
自
分
が
売
っ
た
ラ
ン
プ
で
、
暗
か
っ
た

村
の
家
々
が
明
る
く
な
っ
て
い
く
の
を
喜
ん
で
い

た
が
、
や
が
て
町
に
は
電
気
が
通
り
始
め
る
。

さ
て
あ
る
日
、
巳
之
助
が
ラ
ン
プ
の
芯
を
仕
入

れ
に
大
野
の
町
へ
や
っ
て
く
る
と
、

～
以
下
、
省
略
～

適切な情報収集の方法を身に付け、資料から得
た情報を踏まえ、創造が広がったり深まったりし
た内容について、根拠を明確にして説明し合うよ
うに指導することが大切です。

授業改善の
メッセージ

児童が「自分の伝えたいことと合う図表やグラ
フなどを活用することで、説得力が生まれるこ
と」を自覚できるように指導することが大切です。

授業改善の
メッセージ

Ⅱ 中学校
○ 話合いを通じて自他の考えを豊かなものに

する
○ 伝えたいことを相手に分かりやすく書く
○ 文章の構成や展開、表現の仕方について自

分の考えをまとめる
○ 課題の解決に向けて情報を収集し整理する
○ 多様な語句について理解を深め、語感を磨

き語彙を豊かにする

次のような活動を充実させます
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イ 算数・数学科における指導

５ 右の図のような、30°、60°、90°の角を
もつ三角定規があります。この三角定規を２
枚使って、同じ長さの辺をあわせて、次の３
種類の図形をつくりました。

(1) 次に、下のように、②の二等辺三角形を選んで形をつ
くります。

イ の角が１つの点のまわりに集まる
ように、②の二等辺三角形を並べてい
くと、３つで、正三角形ができました。

どうして３つでぴったりつく
ることができるのでしょう。

360÷120＝３で、商が３にな
り、わり切れるからです。

では、360÷120は、どのよう
なことを計算している式です
か。説明してみましょう。

360÷120は、どのようなことを計算している式ですか。
言葉と数を使って書きましょう。その際、「360」と「120」

が何を表しているかがわかるようにして書きましょう。

図形と式を関連付けて、式の意味を説明したり、
明らかになった式の意味を児童同士で再度確認した
り、ノートに記述して整理したりする活動を授業の
中で適宜取り入れることが大切です。

式の意味を確
認する問いかけ
をし、図形と式
を関連付けて説
明させることが
大切です。

授業改善の
メッセージ

１ 第一中学校の第３学年では、「学級対抗ドッジボール大会」
を開催します。実行委員の海斗さんと葉月さんは、大会の計画
を立てています。

(3) 海斗さんは、先生チ－ムとの試合ではなく、各学級が応援
を披露して競う「応援合戦」を入れることを提案しています。
海斗さんは、応援合戦を２回、同じ長さで行うことを考え、
新たに次の進行表を作りました。

進行表から、１試合の時間をａ分、１回の休憩をｂ分、１
回の応援合戦をｃ分とすると、３ａ＋４ｂ＋２ｃ＝60という
式ができます。これをもとに、二人は話し合っています。

葉月さん「１回の休憩を５分、１回の応援合戦を６分とし
よう。このとき、１試合10分はとれるかな。」

海斗さん「３ａ＋４ｂ＋２ｃ＝60という式を利用して考え
られないかな。」

葉月さん「ｂ＝５、ｃ＝６になるから、ａがわかりそうだ
ね。」

１回の休憩を５分、１回の応援合戦を６分とするとき、１
試合の時間を10分とることはできますか。
３ａ＋４ｂ＋２ｃ＝60 の式をもとに説明しなさい。

文字を用いた式を読み取り、解釈について検討し、
それを数学的に説明させるなどの活動を充実させるこ
とが大切です。例えば、方程式の解などの結果を具体
的な場面に即して意味付ける機会を設けたり、数式を
根拠として事柄が成り立つ理由を説明させたりするこ
とが考えられます。

授業改善の
メッセージ

調査問題は、学習指導要領に基づき、児童生徒が十分に身に付け、活用できるようにして
おくべきと考えられるものを、各領域等からバランスよく出題

・特にＢ問題における適切に根拠に基づいて説明することなどに課題

＜記述式の平均正答率＞

小学校算数Ｂ 国：26.2％ 道：23.2％ 中学校数学Ｂ 国：33.1％ 道：31.4％

全国学力・学習状況調査

② 平成28年度調査問題＜中学校数学Ｂ＞① 平成28年度調査問題＜小学校算数Ｂ＞

Ⅰ 小学校
○ 計算の結果を見積り、計算の仕方を考え、結果

を振り返って確かめる
○ 乗法や除法を問題の解決に用いたり、それらの

式の意味を適切に解釈したりできるようにする
○ 日常生活の問題の解決に向けて、単位量当たり

の大きさを活用して、適切に判断する
○ 算数の問題場面で見いだした考えを活用して、

条件を変更した場合について発展的に考察する
○ 図形の構成要素に着目して見通しをもって図形

を構成したり、構成できた根拠を説明したりす
る

○ 図形と式を関連付けて、論理的に考察する
○ 数直線などを用いて、基準量、比較量、割合の

関係を正しく捉える
○ 筋道を立てて考えたことや判断の根拠を過不足

なく示して説明する

Ⅱ 中学校
○ 方程式の解の意味を、具体的な値を代入して得

られた結果に着目して捉える
○ 数学的に処理された結果に基づいて、問題解決

の方法を数学的に説明する
○ 証明の必要性と意味を、証明された命題に着目

して捉える
○ 筋道を立てて証明したり、見いだしたことを数

学的な表現を用いて説明したりする
○ ２つの数量の関係を表・式・グラフを用いて捉

え、関数関係を見いだし表現する
○ 事象の数学的な解釈に基づいて、問題解決の方

法を数学的に説明する
○ 資料の傾向を読み取るために、資料を整理した

表などから代表値を求める
○ 資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的

な表現を用いて説明する

次のような活動を充実させます

授業改善の
メッセージ


